
フィジｰの地質
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1.はじめに

筆者は1987年6月から1988年7月にかけて南太平

洋沿海鉱物資源共同探査調整委員会事務局(CCOP/SOP

AC)に派遣されてフィジｰの首都スヴァに滞在しまし

た.同事務局における筆者の主な業務は深海底鉱物

資源のデｰタベｰス化の仕事でしたがあわせて南太平

洋周辺海域の地質構造発達史等のコンパイルを行いまし

た.本稿ではこの業務の中で得られた知見をもとに

フィジｰ島の地質概要について述べることにします.

2.フィジｰについて
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本論に入る前に簡単にフィジ

ｰの国情を説明しましょう.

フィジｰは南太平洋に浮かぶ

大小約320の島から成立ってい

ます(第1図).国の面積は約

25,000㎞2でちょうど日本の四国

と同じ位の面積です.島の位置

は概ね180度線と南緯20度線の

交点のやや北西に位置しオｰスト

ラリア北部の約2,000㎞東方に位

置します.

フィジｰは貿易風帯に属する

ために1年中南東から貿易風が吹
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第1図

フィジｰの地図

1.1図フィジｰ周辺の島々

1.2図ピチレブ島拡大図
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写真1フィジｰのリゾｰトホテルに見られるサンゴ砂浜海岸

フィジｰの西部では風の吹く方向と海岸線の発達方向

が直交すると海水浴に適した白い砂浜が発達していま

す.海岸線の向きが変わる(写真右遠方)とサンゴ

礁海岸が発達しダイビングにより美しい海底を楽しむ

ことができます.

いています.このため島の南東側では雨が多く1年

に200目以上も雨が降りますが島の北西側では雨が少

たく気温が40度近くにまで上昇する日が多くあります.

この現象は日本の冬場を想定していただげればよく理解

していただげると思います.即ち日本海から吹く季

節風の影響で日本海側には大雪が降りますが東日本と

はフェｰン現象のために乾燥し気温が高くたるのと類似

しています.このためフィジｰ島の北西海岸では美

しい眺めを1年中楽しむことができ多くのリゾｰトホ

テルが開発されてきました(写真1).

フィジｰの人口は約75万人と言われ約48%がフィジ

ｰ人約48%がインド人で約4形がその他の人種(中

国人西洋人等)です.フィジｰ国籍を持つ人は政治的

に必ずこの三者のどれかに属しています.インド人と

フィジｰ人の混血はすくないのですが西洋人とフィジ

ｰ又はインド人との混血は都会にかたりの人数がいま

す.

フィジｰ人の祖先は東アフリカから東南アジアを経

て到来したとされるメラネシア人カミ大半を占めますが

ポリネシア系の人も少数います.フィジｰ人の生活は

都市部を除げば伝統的な曾長(Chief)制度に基づき部

落(Vi11age)において集団生活を営んでいます.

インド人は18世紀末に英国の植民地政策によって砂

糖キビ栽培の労働者としてフィジｰに連れてこられまし

た.インド人の女性の平均結婚年齢は18-20歳である

のに対してフィジｰ人の女性の適齢期が伝統的に26-

28歳とたっています.このためインド人の子孫の増

加率がフィジｰ人の増加率に比べて圧倒的に高くなって

現在では両者の人口がほぼ同数とたってしまいました.

1989年3月号

フィジｰ人の主食は現地で天然に産するココナッツと

かタロイモ等たのに対しインド人の主食は輸入小麦に

よってつくられるロティ等です.したがってインド人

が食べて行くためには外貨をかせぐ必要がありフィジ

ｰのインド人は働き者です.一方フィジｰ人は食生

活のためには殆んど働く必要もたいし金を稼ぐ必要もあ

りません.このためフィジｰの経済の中枢は殆どイ

ンド人が握っています.

実際インド人の若者は週給平均100フィジｰドル程

度(約1万円)を稼いていますが生活は必ずしも楽で

ありません.しかしフィジｰ人が週給30フィジｰドル

も稼げば十分に楽んで暮らしていける状況です.

しかLフィジｰ人にとっては自分達の食料を産する

土地を守っていく必要がありフィジｰの土地の90房は

英国から独立Lた際に制定された憲法に保障されてフィ

ジｰ人により所有されてきました.残り1b%の土地が

自由所有地(Freeho1d1and)としてインド人や西洋人

により所有されています.開墾された砂糖キビ栽培の

土地ではフィジｰ人が土地貸し付け料の収入をインド

人から得て他の部落から食料を調達するたどして部

落民の生計を立てているのが現状です.

このようた国情に鑑みフィジｰが1969年に英国から

独立した際に英国の指導により作られた憲法に基づいて

長年の間フィジｰ人は政治的優位性をインド人は経済

的優位性を保ってきました.

Lかし最近このような体制にも多くの矛盾が表われ

てインド人の土地私有制の問題及びインド人の海外移

住に伴う外貨の海外流出だとの理由によりフィジｰの

政情及び経済清勢が不安定にたってきました.したが

ってリゾｰトホテルに代表される数年前の南太平洋の

楽園的なフィジｰから最近では鉱業･水産加工業･林

業･繊維加工業等の国内基盤産業の芽生えによる国内体

制の変化も認められるようになりました.これらの多

くの産業がフィジｰ人主導型(政府主導;型)で発展Lつつ

あります.

またここ数年政情不安に伴う観光業の外貨収入減に

変わり黒鉱型鉱床から産する金輸出による外貨収益の

占める割合も高まってきました.このような観点から

フィジｰ国の地質の解明は同国にとっても極めて重要な

課題にたりまLた.

3.フィジｰのプレｰトテクトニクス

3-1現在のプレｰトテクトニクスから見たフィジｰ

第2図に現在のフィジｰ周辺海域のテクトニクスの概

念図を示しました.�
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グロｰバルた観点から見るとフィジｰはインド･オ

ｰストラリアプレｰトと太平洋プレｰトとの複雑な境界

部分のインド･オｰストラリアプレｰト西端部に位置し

ます.

フィジｰ諸島は南から延びてくるラウ海嶺の北端都

に折れ曲った様に位置しています.このフィジｰ諸

島は主としてラウ海嶺を含む過去の一連の島弧活動に

よって形成されました.

現在フィジｰ西方のバヌアツ島弧西側にあるバヌア

ツ(ニュｰ･ヘブリデス)海溝ではインド･オｰストラ

リアプレｰトが西側から沈み込みフィジｰ東方のトン

ガ島弧東側にあるトンガ海溝では太平洋プレｰトが東側

から沈み込んでいます.これらの島弧とフィジｰ諸島

の間には中心部に活動的た拡大軸を持つ縁海である北フ

ィジｰ海盆及びラウ海盆が存在します.

フィジｰ諸島は北側をフィジｰ･トランスフォｰム

断層によってまた南側をハンタｰ｡トランスフォｰム

断層(破砕帯)によって境されています.

またフィジｰ北方には過去の沈み込みによる海溝で

あるビチアツ海溝が東西に走っています.

またフィジｰ諸島の南西端に位置するカンダブ島の

すぐ西方にはフィジｰ鉱物資源省の地震観測網によっ

て浅発地震帯の存在が確認されてこれが最近の拡大軸

であるという説もあります.蛇足ですがこの地震観

測網は日本及びアメリカのフィジｰに対する開発援助に

よって整備されました.

3-2プレｰトテクトニクスから見たフィジｰ周辺海

域の地史の概要(第3図).

バヌアツ海溝におけるインド･オｰストラリアプレｰ

第2図

プレｰトテクトニクスからみ

浄

たフィジｰ周辺海域の構造概

念図(Brocher1985).

点模様は現在及び過去の島

弧を表わす.矢印を伴った

二重線は拡大軸を表わす.

実線はトランスフォｰム断層

2びを示す.三角印を持つ実線

匀

は活動的た海溝を示す.三菱

角印を持つ破線部は過去の海

溝を示す.黒塗り部分は鼻

部を表わす.

トの沈み込みに伴う縁海と考えられている北フィジｰ海

盆の南部の拡大に伴ってフィジｰ諸島の北側は左横ず

れのフィジｰ･トランスフォｰム断層により切られてい

ます.一方インド･オｰストラリアプレｰトの沈み

込みがバヌアツ海溝の南端部で切れて同フレｰト南部

(南フィジｰ海盆)が東進するためにフィジｰ諸島の南

側は左横ずれのハンタｰ破砕帯により切られています.

このためフィジｰ諸島は北方海域に対しては相対的

に東へ移動Lつつもラウ海嶺本体に対しては相対的に

西側に残されることにたります.この結果フィジｰ

諸島は反時計回りの回転をしていることにたります.

この回転の開始時期については諸説が有りますが何れ

の説をとるにせよ概ね中新世後期一鮮新世初期の頃にこ

の回転が始まったと考えられています.この回転は

バヌアツ海溝における沈み込み及び北フィジｰ海盆の

拡大と密接た関係があるわげです.

また一方現在のトンガ海溝における太平洋プレｰト

の沈み込みによってラウ海盆が拡大Lています.第2

図ではペギｰ海嶺カミトラゾスフォｰム断層になっていま

す(Brocher1985)が昨年の英国のチャｰルス･ダｰ

ウィン号のグロリア調査(大規模たサイドスキャン･ソナｰ

調査)の結果では同海嶺が東西方向の多数の小さなト

ランスフォｰム断層によって切られた拡大軸の可能性が

高いと言われています.このラウ海盆の拡大開始時期

は比較的新しく鮮新世の頃と言われています(Weisse1

1977).したがって中新世末期の頃はラウ海嶺及び

トンガ海嶺は一体のものでありフィジｰはその北方に

位置していたのでしょう.

中新世末期の頃にバヌアツ海溝でのインド･オｰス

トラリアプレｰトの沈み込みが開始されたために始新
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第3図プレｰトテクトニクスからみたフィジｰ周辺海域の発

達概念図(Fa1vey1978).

点模様は各時代及び過去の島弧を表わす.矢印を伴っ

た二重線は拡大軸を表わす.実線はトランスフォｰム

断層を示す.三角印を持つ実線はその時代に活動的な

海溝を示す.三角印を持つ破線部は過去の海溝を示

す.黒塗り部分は鼻部を表わす.

世から中新世にかけて存在したと考えられるトンガ海溝

の北方延長部分(ビチァッ海溝)では!太平洋プレｰトと

インド･オｰストラリアプレｰトと太平洋プレｰトの圧

縮バランスがとれるようにたりました.この結果こ

の頃にビチアツ海溝での太平洋プレｰトの沈み込みカミ停

止され相対的た水平横ずれ断層に変化しました.

バヌアツ海溝での沈み込み及び北フィジｰ海盆の拡大

以前に当たる始新世一中新世の頃はトンガ海溝及びビ

チアツ海瀞こ於ける太平洋プレｰトの沈み込みによって

一連の島弧が存在していました.この島弧はバヌア

ツ島弧フィジｰ諸島及びトンガ･ラウ島弧が南北に連

なった一体の島弧であったと考えられています.この

時代この島弧の背後には広く背弧海盆(メラネシアン海

盆)が発達していたと考えられています.

フィジｰの地史については後章に詳述しますがフィ

ジｰの新生代の造山運動としてはワイニマラ造山運動

1989年3月号

写真2英国の調査船チャｰルズダｰウィン号(スヴァ港にて)

及びドロ造山運動の大きな二つの造山運動を挙げること

ができます.

ワイニマラ造山運動は太平洋プレｰト上にありか

つ現在はソロモン諸島の西にあるオソトソ･ジャワ海台

が三千三百年前の頃に一連のトンガ島弧に衝突した事に

よって発生したと考えられています.

またドロ造山運動は千三百万年前から八百年前にか

けてフィジｰ諸島カミ反時計回りに回転することによって

現在のラウ海嶺に衝突したことが原因で起きだと考えら

れています.

以上の事実は主としてこれまでに得られた広域的な

海洋地質及び地球物理学的デｰタに基づき明らかにされ

てきましたが以下の章でこのようた事実を裏付けるフ

ィジｰの地質について層序学的に説明しましょう.

4.層序

第4図にフィジｰの層序対比表を示しました.また

第5図にフィジｰのピチレブ島の地質分布概要図を示し

ました1以下に各層序の詳細について記述します.

4-1ゴｰドン山互層群

ビチ･レブ島に分布する最も古い地層はゴｰドン山互

層群又はワイニマラ層群下部と名付けられています.

この地層はビチ･レブ島の西部に露出していますがこ

こでは成層した火砕岩質堆積岩中に玄武岩･石英粗面岩

スピライト･ケラトファイア等の海底熔岩と海底自破砕

岩を挟在しているのカミ認められます.またナンディｰ�
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フィジｰの地質にいて
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[ニコ中新世後期～第四紀堆積層

[;=コバ火山岩類及び同等火山岩類

臓シンカトカ堆積層群

臣董コワイニマラ層群及ぴドロ貫入岩体

◎

石油探鉱非

主要な石灰岩の露頭

の近くには始新世後期の石灰岩が分布しています.

この石灰岩の性状及び成層した大量の粗粒堆積物が分布

していることからこの地域に知られる始新統の少なく

とも一部は浅海成であると考えられています.その石

灰岩は垂直に傾斜しているので引き続いて激しい断裂

が起きだと推定されます.ビチ･レブ島の中央部で

はワイニマラ層群全体がゴｰドン山互層群に相当する

と考えられていますが時代決定の証拠は殆どありませ

ん.本属は火山起源であり主として玄武岩質熔岩･

火砕岩及び礫岩により構成され薄い凝灰岩及び砂岩層

を挟んでいます.本属の層厚は極めて厚く全層厚は

7,OOOm以上に達します.

ビチ･レブ島中央部及び西部のこれらの岩石は沸石

一緑色片岩相の変成を示しこの変成作用の時期は噴出

とほぼ同時期であるとされています(Co11ey1976).

この時期の貫入岩体は43±10及び50±5百万年の放射年

代を示し(Rodd･1976)始新世の時代を示していま

1989年3月号

第5図ビチ･レブ島の地質概念図(Eden

andS㎜ith1984を一部改変).

す.しかしLれらの年代については多

少野間点があるという考え方もあります.

この始新世の一連の地層はおそらく太

平洋プレｰトがインド洋･オｰストラリア

プレｰトの下に沈み込むことにより形成さ

れたフィジｰの島弧の一部分を示している

のでしょう.ワイニマラ層群の露出の中

心はビチ･レブ島を東北東一西南西方向

に横断しています.

本属がもともとの島弧の頂部であると

仮定するたらぽもともとの配列から反時

計方向に回転したことにたります.しか

しその回転角については30度(Fa1マey

1978)90度(Ma1ahoffeta1.,1982)180

度(Co11ey1983)等の説があって未だに

確立した説はありません.

古波食海台及び礁性石灰岩がこの中央部

の周辺に存在することカミ当然考えられます

カミ現在では多分ヤサワ群島及びビチ･レ

ブ島の地下に隠れているものと思われ主

要肢石油探鉱の対象となっています.し

かしこれらの地層は構造運動･火成活動

及び急速た沈降によっておそらく構造的に

分断されているでしょう.これらの構造

運動や火成活動によって生じた地溝に厚

い堆積層が堆積したものと考えられています.

4-2ワイニマラ造山運動

ビチ･レブ島における初期の造山運動は35-31百万

年前に起きたオソトソ･ジャワ海台とビチ･レブ島弧の

衝突によって生じたと信じられています.この造山運･

動は(Co11ey1976)によりrゆるい変形｣の時代とし

て名付けられました.この造山運動の証拠としては

例えばヌソブオナソボト火山岩基盤と上位のナマラブ礫

岩の問に角はった境界が認められる(艮｡dda工976)こと

だとが挙げられます.しかしここでは侵食不整合と

いうよりは断層の可能性カミ高いという説もあります.

ワイニマラ造山運動はビチ･レブ島西部のヤブナ･

トｰナライト岩株の貫入岩体により特徴づけられその

放射年代は3千4百万年前を示しています(Rodda1982

戩�

フィジｰでは局所的に分布する漸新統最後期の地層�
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を除き一般には漸新統を欠除しています.この事実

は造山運動による断裂の影響及び漸新統のその後の若

い地層下への埋没更に3千万年前の450mに及び世界

的た海水準の低下などによって説明することができま

す.従ってこの時代の全体としての古地理は始新世の

古地理と比較的よく類似していると考えられています.

4-3ワイニマラ層群上部及びシンカトカ累層

漸新世後期～中期中新世の地層はワイニマラ造山運

動期とドロ(Co1o)造山運動期の間のおよそ200万年の問

に形成されました.オソトソ･ジャワ海台がビチ･アッ

逆断層線上に移動している問にたまたまフィジｰの西

部の地域に北から南へ逆方向の島弧活動を生じました.

長い間ワイニマラ層群上部(マタイ回ソバウ互層群)及

びシソガトカ堆積層群はほぼ同時異相と考えられていま

した.この両者の差はHoutz(1959.1960)によれば以下

の通りです.

1.ワイニマラ層群はドロ(Co1o)造山運動に伴う

深成岩により貫入を受けています.

2.ビチ･レブ島南部ではワイニマラ層群の90%は

火成岩(熔岩及び凝灰岩)で構成されますがシソガ

トカ層群の90房は堆積岩(大部分は硬砂岩･硬質頁岩)

で構成されます.

3.ワイニマラ層群上都には角礫凝灰岩･礫岩が卓

越Lています.

それにもかかわらず両者とも硬質頁岩･石灰岩を含

んでいます.この観点からは両者を対比することは可

能ですが古生物学的検討は今までのところ十分にたさ

れていません.

現在言えることは両者とも半海成･浅海成の堆積物

を含み地上のタｰビダイト堆積物と混ざっていること

です.浅海成堆積物は礁性及び礁湖性炭酸塩岩を含み

各所で200m程度の厚さを持っています.(例えばタウ･

クァリマレ､･サワイラウ･ワイロトゥア及びテコ回ワイワイ石

灰岩だと)

このような岩層の存在は一見矛盾を感じますが活発

た火山活動に伴うサンゴ礁のモデルを暗示しています

(第6図).このモデルは以下の通り極めて複雑なもので

す.

(1)本属は島弧の中軸部で極めて厚くここでは浅海成

堆積物が集中しています.グレｰト海礁一号井では中

新世初期～中期の深海堆積物及び凝灰岩は729mの厚さ

を持っているにもかかわらずビチ･レブ島のすぐ北の

ブライ(B1igh)海1号井では厚さが229mに薄化してい

ます(第7図).一方ビチ･レブ島北東部のワイニマ

ラ層上部は石灰岩及び海成堆積層を加え火山岩･礫岩

･凝灰角礫岩を含みその全層厚は8,500mにも達して

います.化石上の証拠からは中新世初期～中期の時

代を示しています.この層厚から考えて一部は漸新世

後期を含んでいると考えられます.またこの厚さは水

平方向の指交のために真の厚さを表わしているとは考

えられません.近接するビチ･レブ島の中部において

もヌソブオナソポト火山岩基盤の上位の本属について同

様た全層厚が見積もられています.

シソガトカ堆積層はかつて6,000mの層厚があると

見積もられていましたが最近では断層の繰り返しによ

って1,000m程度の層厚と考えられています.本属は

大部分半海成堆積物です.

露出カミ悪いためにビチ･レブ島の北東部分及び中央部

分の地層もまた断層により繰'り返されている可能性があ

地質ニュｰス415号�
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フィジｰの石油探鉱井の柱上概念図及び層準対比
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ります.しかし厚い火山岩層及び粗粒堆積層の存在

することから大規模た沈降が実際に起きだと考えられて

います.

(2)シソガトカ堆積累層は北のワイニマラ枕状熔岩及

びヤブナ岩株と伴にオフィオライトの様相を示し深海

成の主要肢部分は海洋地殻である第二層を伴って南か

ら浅海成のシソガトカ岩石の上に衝上断層で乗り上げて

いると考えられています(Co11ey1983).この考えは

シソガトカの複合岩相･水平横ずれ断層及びほぼ同時代

のワイニマラ及びシソガトカ岩体の並行配列をうまく説

明することができます.

作業仮説としては同様た衝上断層がビチ･レブ島北

東部及びドロ造山運動以前に起きた断層が実在するヤ

サワ群島の地域にも発達Lたことが考えられます.ま

たドロ造山運動前後にフィジｰ諸島が反時計方向に回

転することによりこの運動がブライ海域に圧縮場をも

たらしたと考えられます.この回転はもともとのビ

チ｡レブ島弧の配列が南西側に開くU字型に変化しこ

のU字型の中に含まれる物質の目立った移動たしに起こ

りました.この回転がドロ造山期に開始されたのか

その後に回転が始まったかを最終的に決定する課題は残

されています.

この考え方は岩相分布を考える上で重要であり上部

ワイニマラ/シソガトカ期のビチ･レブ島弧は外側に

急斜面を持ち深海に至る礁湖/礁の複合体により外縁を

囲まれていたと考えられます.Lたがって石油の根

源岩及び貯留岩は礁湖/礁問の岩相にのみ期待できて

島弧の軸の縁に分布していると考えられます.この岩

相はヤサワ及びママソヌカ諸島･ビチ･レブ島南方及

び東方･バヌア･レブ島及びラウ諸島周辺に分布してい

1989年3月号

ると考えられます.

ビチ･レブ島北東部ビチ･レブ島北東部のワイニマ

ラ累層はビチ･レブ島東方の地質･層厚･変成度及び

石灰岩の性状を明らかにする上で重要な地層です.

Hirst(1965)によれぼここでの本属は以下の通りで

す.

1.ワイニソブカ粗面岩(ワイロトゥア石灰岩600mを含

む)……層厚4,500m

2.ラワレブ砂岩(ナコロワイワイ石灰岩600mを含む)

･層厚3,700m

3.コロンハラブ安山岩……厚層300m

しかしこの層序区分にはその後の研究によって一

部に同時異相が含まれること及び複雑な地質構造のため

に地層の繰り返しカミあることたどが判明Lているため

に実際の層厚はこれよりも薄いと考えられます.

ナコロワイワイ石灰岩･ワイロトゥア石灰岩が礁湖性

ですがラワレブ砂岩は深海性石灰質タｰビダイトでし

ほしば浅所から運搬された物質を含んでいます.ワイ

ニマラ累層の時代は中新世初期から中期の時代を示し'

ます.

上述の二つの礁湖性石灰岩は密度が高く細粒ですが

ナコロワイワイ石灰岩は白味がかっており砕けやすく

なっています.

4-4ドロ造山運動及びそれに伴う地殻変動

ド回造山運動を英語で綴るとCo1oOrogeryとたりま

す.フィジｰ語ではCo1oをドロと発音しますので

本稿ではドロ造山運動と呼ぶことにします.Lかし

多くの過去の日本語の文献はコロ又はソロ造山運動と書

かれていますが同一の造山運動であることを心にとめて�
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おいて下さい.現地の西洋人もドロ造山運動と発音す

るのが習慣にたっています.ドロ造山運動は以下の点

で特徴づげられます.

1.1300万年前から700万年前にかげてのおよそ600万

年問にわたって堆積層が欠除しています(海域を除

く)

2.フィジｰ島には1230万年～500万年放射年代を示

す塊状貫入岩が存在します.このうち大半は1200

万年前からの年代を示しています.またこの貫入

に伴たい周辺岩石の熱変成作用を伴っています(ド

ロフェｰズn深成火成活動).多くの貫入岩体カミ伸

長する摺曲軸近くに分布しているのでこの貫入活

動と造山運動が同時期に起きだと考えられます.

3.この時代にビチ･レブ島の始新統から中新統下部

の地層が東西方向の構造変形を受けています.

この方向はビチアツ島弧の軸と平行です.

先中新世のプレｰトテクトニクスに関しては諸説があ

りますがいずれの説でもこのドロ造山運動の原因はメ

ラネシア縁海に乗り上げるように南方に移動したビチ･

レブ島とバヌアツ(旧ニュｰヘブリデス)を含む島弧部分

力ミラウ及びトンガ北端と衝突したことによると考え

ています.この衝突のために海溝の沈み込納ミ発生し

なかった部分が生じ結果として造山運動を形成するビ

チアツ島弧の軸に平行た圧縮場を生成Lたと考えられま

す.

島弧の推定軸はもともと北西一南東方向に発達して

いましたが現在では南端でS字型に屈曲しつつも全体

としては南西側に開いたU字型に折れ曲っています.

すたわちこの軸はヤサワ列島を南に下がってママヌカ

諸島を通りビチ･レブ島中央部を東北東方向に横切り

ます.更にビチ｡レブ島とバヌア･レブ島の間では折

れ曲って北東一南西方向に走る断層により切られていま

す.更にその延長部はバヌア･レブ島を通りその東端

は急激に折れまがって南に下がりラウ海嶺に連たりま

す.

この島弧の軸の変形は北フィジｰ海盆が拡大した時

にビチ･レブ島それ自身が反時計回りに回転することに

よって起きました.ヤサワ列島の北端はもともとバヌ

アツ(ニュｰヘリブデス島弧)南端に対してアバットして

いたと考えられています.ビチ･レブ島が回転しヤ

サワ及びママヌカ部分の軸が形成される過程ではヤサ

ワ列島の北端は固定点として旋回しました.

Fa1vey(1978)は600万年前からビチ･レブ島カミ30度

回転したという説を提唱LMa1ahoffeta1.(1982)は

1000万年前から90度回転Lたという説をだLています.

いずれにせよドロ造山運動期にこの運動が始まったので

しょう.もしそうであるならぱシソガトカ累層を定

置した衝上断層及びフィジｰ島の回転は北フィジｰ海

盆の拡大によって起因する連続した一連の現象を見てい

ることにたります.

このモデルではブライ海はもともと北に移動したビチ

アツ島弧の前弧海盆と見なすことができます､しかし

ブレソブレワ海嶺が残存島弧であるたらぼ弧問海盆とい

うことにたります.

迎一5ビチ･レブ島におけるドロ造山運動後の地層

4-5-1上部中新統

上部中新統の地層は浮遊性有孔虫によるN16-N18

ナンノプランクトン化石によるNN1O-11のゾｰンを含

みその時代は11～5百万年前に相当します.その基

底は通常陸上においては確認できませんがブライ海

坑井においてはNN10ゾｰンの時代の地層カミ300m存

在します.

ドロ造山運動の終焉は大観模た堆積作用の開始によ

って特徴づけられます.ビチ･レブ島中央部周辺の堆

積盆地においては砕屠堆積物及び火山砂層物が堆積し

ました.多くの場所でその基底部の地層はドロ造山運

動に由来する深成岩の大磯を含んでいます.この時代

に活動した主要な火山活動の中心は北西都(コロィマ

ブァ火山岩層)と南西部(ナ手シ及びマウ火山岩類)にあり

まLた.またこの時代の礁性石灰岩は南東部(ラミ

石灰岩)のみ知られ他の地域では礫岩からマｰル(粘

土質成分と炭酸塩成分の混合した堆積物)に変化していま

す.しかしおそらく上部中新統の石灰岩はナンディ

ｰ･ナボサ･ラ堆積累層にも産するでしょう.ナブア

堆積盆の西側に分布する小石灰岩は概ねラミ石灰岩と

同等であると考えられています.

上部中新統に関してRodda(1980.1982)により詳細

た記載カ沈されています.以下にその概要を説明しま

しょう.

ビチ･レブ島南西部ナンディｰ堆積累層(N17-18)

は1200mのマｰル及び砂岩を含んでおりその基底部

には10mの厚さの礫岩(NN11)を伴っています.こ

の層厚は露頭観察による推定によるものですが実際

ヤクイラウ1号井では1063n1の粘土岩及びマｰル質凝灰

岩が本属として同定されています.但し上部の63mは

鮮新統です.この坑井においては下部500mの部分に

中礫層カミ散在しています.古生物学的デｰタからはナ

ンディｰ層群の少なくとも一部は深海成堆積物であると

いえます.

ビチ･レブ島北西部ナンディｰ堆積累層の北部は

ヨロイマブア火山岩類に不整合で覆われています.同
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火山岩類は各種火山岩･凝灰角礫岩･砂岩等により構

成されてサベト火山岩類を基底部に含んでいます.

最近の放射年代測定結果では5.6～4.9百万年前の年代

を示しています.この値はN17-19の時代に対応しま

す.この火山岩の一部はバ(Ba)火山岩類に相当しま

す.

ビチ･レブ島北東部ラ(Ra)堆積層はバ火山岩類

に覆われ中新世後期の堆積層にあたり250軸の厚さを

持ちます1本属はワイロア礫岩を含んでいます.ワ

イロア礫岩は上都でN17の石灰岩を伴うバロトゥ砂岩

と斜交しながら漸移し局所的に分布するリクサブ･ユ

ｰクシナイトにより覆われています.ラ堆積累層はワ

イニマラ層群を不整合に覆いバ火山岩類により不整合

に覆われています.

ビチ･レプ島北方の沿海域ブライ海坑井及びグレｰ

ト海礁坑井ではそれぞれ290m及び381mの厚さの砂岩

と薄い石灰岩を挟むシルト岩及び粘土岩層が確認されて

います.グレｰド海礁坑井のディップ･メｰタｰ(地

層傾斜計)のデｰタでは本属の中部に不整合があると

されています.

スヴァ地区スヴァ近くのワル湾のベイサリ砂岩は

全体がN17の時代に属します.本属はシルト岩を含

み堆積時の水深は300m～800mです.全体として西

に向かって浅くたっており西部ではナモシ火山岩類に

由来する安山岩質火山砕屑物を含んでいます.

ラミ石灰岩は本属を不整合に覆い様々た岩相変化が

認められその時代は中新世と鮮新世の境界をまたカミっ

ています.少なくとも上部はN19の時代を示します.

スヴァにおいて本属は基底礫岩の直上に紋状礁を含んで

います.浅海相の炭酸塩岩は深海相がつ低炭酸塩岩

である下位のベイサリ砂岩及びスヴァマｰルの問に発達

しておりメッシニアン海退期に関連していると考えら

れます.

スヴァ地区において中新世/鮮新世境界付近の礁性石

灰岩が存在するために本属は石油探鉱の二次的た対象

にたっています.実際にスヴァ東方のマウシ1号井に

おいてはほぼ同層準に20mの層厚の石灰岩が確認されま

した.

ビチ｡レブ島南部ベイサリ砂岩は西方に向かって

発達し西都ではセルア礫岩に変化しています.さら

にその西方のドゥヴゥ(Cuvu)海岸ではN17の地層が欠

如しています(第4図参照).しかしこの時代の地層は

シソガトカ北方の内陸部に発達するナボサ堆積層の砂岩

礫岩によって表わされている可能性があります.

ドゥヴゥ海岸ではドロ造山運動後最も古い地層はド

ゥヴゥ層群の下部に当たり本属はN19最下部相当の砂

1989年3月号

岩に覆われる礫岩(両者を称してヴォウア砂岩とよばれて

いる)及びその上位のナエブエブ(Naevueマu)シルト

岩とよばれるマｰルを含みます.その時代はN18から

N19の最下部と考えられています.岩相は半深海堆積

物と海台堆積物の複合岩相を示しています.

Houtz(1960)は以下のようだ指摘をしています.

1.基底の礫岩及び角礫岩は巨礫を含む粗粒たもので

礫の大半は深成岩により構成されドロ造山運動の

岩石は被覆され低かったと考えられます.

2.ドゥヴゥ層群のマｰルは海岸に向かって急激に厚

くたっていることからドゥヴゥ層群は古い地層

によって形成された海台の縁辺部に堆積したと考え

られます.

したがってこの海岸地帯の地質は不整合及び礫質堆積

物を伴って断片的です.むしろバラピ沖合及びスヴァ

堆積盆の岩相が海浜相であるという事実がこの時代の地

層を考える上で重要でしょう.

4-5-2鮮新統

本地域の鮮新統は浮遊性有孔虫化石により示準され

るN19からN22の基底及びナンノプランクトン化石によ

り示準されるNN12の上部からNNユ9の下部にかけての

時代の地層です.絶対年代の上からは5.2～1.8百万年

の範囲に当ります.

ビチ･レブ島北部の層序は5.2～3.0百万年前の絶対

年代を示すタブア(Tavua)火山岩類及び5.2～6.63百万

年前の年代を示すラキラキ(Rakiraki)火山岩類を含む

バ(Ba)火山岩類から構成されます.本火山岩類は

主として塩基性火山岩熔岩･凝灰角礫岩･海成及び半

海成起源の火山砕屠岩からたりこれらは斑れい岩･エ

セックサイト･千ソゾナイト質岩石の岩株･岩脈等の貫

入を受けています.これらの岩石はアルカリ岩～ソレ

アイト岩系を示しています､その他粗粒砂岩を伴って

います.

スヴァ地区では5.2～3.2百万年の時代の凝灰岩を含

むスヴァ･マｰルが発達してN19からN21にかけての

浮遊性有孔虫及びNN12からNN16にかけてのナンノ

プランクトン化石を含んでいます.その基底は通常非

整合ですが場所によりラミ石灰岩と整合関係にありま

す.その堆積深度は約500mと考えられています.

鮮新世後期にはビチ･レブ島南東部のスヴァ･マｰ

ルの上位に重要た地層欠如があります.この間隙はナ

ガシ地区で約1.3百万年前の間続きました.

同様た地層間隙はナンディｰ地区及びヤクイラウ

1号井でも認められます.ここではメイクソヤｰ

(Mei唱unyah)層とナンディｰ層との問に特徴的た侵食

不整合が存在Lます.�
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第8図バヌア･レブ島の地質概念図(筆者原図).

ビチ･レブ島北方のブライ海坑井及びグレｰト海礁1

号井ではそれぞれ548mと560mの層厚の粘土岩を本属

が含んでいます.スヴァ地区と同様に凝灰岩層もあり

ます.その間隙はブライ海よりグレｰト海で大きく

グレｰト海では更新世の地層か直接下部鮮新統の上に

乗ります.

鮮新世には広大た火山岩地帯が南東部及び北都を深

海に囲まれていました.スヴァ地区を除いた地域に知

られる唯一の石灰岩はドゥヴゥ地区のボリボリ石灰岩

のみです.この石灰岩は塊状～層状のサンゴ礁石灰岩

で鮮新世初期の時代を示します.前述したビチ･レ

ブ島の反時計廻りの回転はこの時代にも引き続いて起

こりました.島の中央部の造陸運動による隆起がこの

時代に始まりバ累層の隆起量は現在までに1000m以上

に達しました.ラキラキ火山は傾動していたいので

この隆起の大半は3.5百万年前に起きだと考えられてい

ます.

4-5-3更新世一完新世の堆積層

ナンディｰに分布する海成層(メィクソヤｰ層)は鮮

新世と更新世の境界をまたいでいます.ヤクイラウ1

号井では約100mの本属が認められその基底都は鮮新

世後期の時代を示しています.

ビチ･レブ島南西部の浅海成のナガシ層も同様にスヴ

ァ･マｰルを不整合に覆っておりこの不整合の時代も

また鮮新世後期です.

これらの地層と現世のサンゴ礁の関係はよく知られて

いません.ダカウ･サカタ1号井においては現在の

サンゴ礁を含む!50㎜の厚さの青白石灰岩が更新世一完

新世の境界を含む石灰岩を挟在する濃灰色泥岩を覆って

います.隣接するベラク岬の海岸及びスヴァ地区では

現世の薄いサンゴ環礁の外側は海成の完新世の海成粘

土により構成される波食台により囲まれています.ビ

チ･レブ島の他の地域では環礁の内側の堆積物は海

面下15mのレベルの基盤岩の上に堆積していますが外

側の堆積物は平均30｡位の傾斜を持ち水深500～1000m

付近にまで下る斜面の上に堆積しています.

4-6バヌア･レブ島及びタベウニ島のドロ造山運動

後の地層

現在知られているバヌア･レブ島に露出する地層は

全てがドロ造山運動期以降の地層です.中新世中期を

示準する種の化石を有するナテワ火山岩層及びモンキｰ

･フェイス火山岩層をもとに層序が考えられていま

す.一般的な層序は下記の通りです.

プア火山岩層群990m+

ウソドゥ火山岩層群約300m

ナラ口火山岩層(フラグ及び岩床)

ナテワ及びモンキｰ･フエイス火山岩層群1500m+

基盤としてのナテワ層群の放射年代は7.5～3.5百万年

を示しウソドゥ火山岩は7.O～6.8百万年の時代を示し

ます.しかLマラウにおいては鮮新世初期(N19～

20)を示す浮遊性有孔虫をウソドゥ層群から産出してい

ます.Lたがってこの両者は部分的には同時層であ

ると考えられます.両者は海中破砕岩･熔岩(しばし

ば枕状熔岩として認められる)･火山砕屠岩･変質砕屠岩を

含みしぼLは化石を含有しています.海中起源の物

質が高度900m以上の所に認められることからプア火

山岩層群の形成に先立って急激た隆起が起きだと考えら

れます.

プア火山岩層群は3.34～2.83百万年の放射年代を示

しバヌア･レブ島西部に分布する大規模た半噴出楯状

火山の岩石を含みます.これらの年代はビチ･レブ

島のバ火山岩類の年代と比較すると若い年代とたりま

す.ファ型火山はコロ(2.3～1.8百万年前)･リシグ

ゴｰルド島･タベウニ(島)たどを形成しだから現在

まで続いています.タベウニ島の火山活動は現世ま

で続いており炭素同位体による絶対年代測定では2050

年の年代を示しています.

バヌア･レブ島及びタベウニ島の周囲には現世のサン

ゴ礁がよく発達しています.しかし石灰岩層の挟在

は殆んど認められません.ナテワ火山岩層群の火山礫

凝灰岩中のサンゴ化石からはr浅海相の礁に保護され

た群集｣が発見されています(Hind1e1976).火山岩

層申の石灰岩片はしばしば認められ珪化Lたサンゴ礫

(Richard1966)もあります.礁性石灰岩中の貧化石
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は火山活動又は隆起によって化石カミ崩壊したことに起

因するでしょう.ラソバサ(Labasa)近くのトゥアト

ゥア石灰岩は30m以上の厚さを持ちサンゴ質で破砕

され変成作用を受けていますが鮮新世一更新世の隆起

の名残りと考えられそれらは標高250mの高さにまで

露出しています.

ビチ｡レブ島に存在するもともとのビチアツ火山弧

は現在のバヌア･レブ島及びラウ諸島の地下を走って

いると推定されますが現在のところその存在の直接証

拠は殆んどありません.もしバヌア･レブ島の地下深

い所に存在すると仮定するたらぼこれらの地域におい

てもビチ･レブ島やブライ海と同様たドロ造山運動以前

の岩相の存在が考えられます.これは想像の域を出ま

せんがバヌア･レブ島にビチアツ火山弧証拠がないと

いうことはビチ･レブ島に分布するバ火山岩類のよう

だ火山岩が現在のビチ･レブ島の海岸線を越えたバヌア

･レブ島には発達していないということではないでしょ

うか.それ故地下の古い地層は隆起せずに露出してい

ないのでしょう.もし将来ラソバサ地域や他の地域

で試錐がなされるたらばドロ造山運動以前の地層が発

見されるかもしれません(EdenandS㎜ith198里).

4-7最近の火成活動

火成岩の貫入･断層運動･火山活動は徐々に弱まりだ

カミらドロ造山運動期から現在まで引き続いて起きていま

す.一連の水平横ズレ断層は北東方向(ヤサワｰハンタ

ｰ一ソビ線)及び北西方向(ママヌヵ一ナィラィ線)に発達し

だから安山岩及び玄武岩質火成活動を伴っています.

8～5百万年前にはナモシ及びマウ安山岩カミ張力断

層と関連Lて噴出しまたヤサワ･ママヌ力及び初期ロ

マイビチ輝石安山岩及び玄武岩活動もこの時期に発生し

ました.バヌア･レブ島の主要た火山活動は8～4

百万年前に起きました.

バ層群の玄武岩活動は5～3百万年前に北東方向の

水平横ズレ断層とカ1/ダブ/ハンタｰ線の火山活動を伴

いました.

3百万年前から現在に至るまでウソドゥ及びプア火

山岩は北東方向の水平横ずれ断層を伴いまたほぼ同時

に期火山活動がカンダブ/ハンタｰ線上に引続いて発

生しました.ラウ海盆が開くことによって南フィジｰ

海盆が移動した際に海底がフィジｰ海台の下になために

沈み込んだことに起因する火山活動によって350万年

前からカンダブ島カミ形成されました.

5.おわりに

以上フィジｰ諸島の地質特に基本的た層序に関し

てまとめてみましたカミこのようた地質を見ると日本の

新生代の地質との類似点も多くあることがわかります.

特に多くの火成活動があることから新たた金属鉱床発

見の可能性も十分にあります.また大量の海成堆積

物が存在し良好た石油根源岩･貯留岩の存在も期待され

ることから将来は中小規模の石油鉱床発見の可能性も

あります.六号ではこれらの経済的鉱床の中で最も

期待の高い黒鉱型鉱床について別の筆者の記事で詳述

されると思います.本稿がそのフィジｰの黒鉱に関す

る記事の読者の理解を助けることができれば幸いです.

筆者は機会が有れば別の稿でフィジｰの石油･天然ガ

スのポテンシャルについて改めて説明したいと考えてい

ます.
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